
えほん・絵本・EHON・Picture Book No.10 

絵本を選ぶときには 

大川繁子『92 歳の現役保育士が伝えたい 

親子で幸せになる子育て』 

実務教育出版 2019 から 

 

保育歴 60 年・・・大ベテランの先生が絵本の選び方を教えて下さいました。 

 絵本は親(保育者)と子どもの「コミュニケーションの道具」だと、先生はいいます。だから

子どもが「読んで」と持ってきたものをそのまま受け取って読んであげるのが一番ということ

になります。 

子どもは「好きな人」に「好きな本」を何度も何度も読んでくれとせがむものです。読み方

の上手い、下手は関係ありません。一緒に楽しむことが何より大切。子どもが選んだその本

が、読む側にとっても好きな作品であれば、なお嬉しい。 

いつまでも小さいときに読んだ同じ本ばかり・もっと難しいものを選んでほしい・年齢にふ

さわしいものを選べばいいのに・道徳的な物語がいい、とかあれこれ思ってしまいがちです

が、絵本にしつけは出来ません。 

それよりも、好きな人に好きな本を読んでもらう・本を道具に楽しい時間を共有する幸せな

経験をたくさんしてほしいと、先生は書いています。 

ということで、先生は「10 年以上読み継がれている絵本は間違いなくおもしろい。」と 60

冊をリストアップしてくれました。ほとんどの絵本が園にありました。園のみんなが楽しんで

くれるといいと願っています。 

2020年８月６日 梅崎啓子 


